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環
境
省
は
五
月
十
八
日
、

東
京
・
霞
が
関
の
中
央
合
同

庁
舎
五
号
館
省
議
室
で
第
十

四
回
エ
コ
・
フ
ァ
ー
ス
ト
認

定
式
と
平
成
二
十
七
年
度
第

一
回
エ
コ
・
フ
ァ
ー
ス
ト
制

度
に
基
づ
く
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ

プ
報
告
会
を
開
催
し
た
。
本

当
日
は
総
会
に
先
立
ち
第

一
回
研
究
会
を
開
催
。冒
頭
、

橋
本
理
事
長
が
「
今
後
の
成

長
分
野
と
し
て
エ
コ
・
エ
ネ

ル
ギ
ー
、
健
康
・
快
適
、
中

古
住
宅
流
通･

リ
フ
ォ
ー
ム
、

水
関
連
イ
ン
フ
ラ
、
Ｉ
Ｔ
活

紙
関
係
で
は
㈱
Ｌ
Ｉ
Ｘ
Ｉ
Ｌ

（
藤
森
義
明
社
長
）
が
環
境

先
進
企
業
と
し
て
低
炭
素
社

会
、
３
Ｒ
、
環
境
教
育
の
三

分
野
に
お
け
る
目
標
の
達
成

状
況
な
ど
を
報
告
し
た
。

エ
コ
・
フ
ァ
ー
ス
ト
制
度

で
は
環
境
保
全
に
関
す
る
自

用
を
テ
ー
マ
に
当
研
究
会
を

立
ち
上
げ
た
。
業
界
の
地
位

向
上
へ
年
四
回
の
開
催
を
予

主
的
な
取
り
組
み
を
約
束
し

た
企
業
を
同
省
が
エ
コ
・
フ

ァ
ー
ス
ト
企
業
と
し
て
認

定
。
Ｌ
Ｉ
Ｘ
Ｉ
Ｌ
は
平
成
二

十
四
年
十
月
に
エ
コ
・
フ
ァ

ー
ス
ト
約
束
を
行
い
、
事
業

活
動
に
お
け
る
エ
ネ
ル
ギ
ー

消
費
の
ミ
ニ
マ
ム
化
や
民
生

定
し
て
い
る
」
と
あ
い
さ
つ

部
門
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
の

ゼ
ロ
バ
ラ
ン
ス
を
希
求
し
、

豊
か
で
快
適
な
住
生
活
の
実

現
に
貢
献
し
て
き
た
。

当
日
は
北
村
茂
男
環
境
副

大
臣
が
冒
頭
あ
い
さ
つ
に
立

ち
「
環
境
保
全
に
対
す
る
皆

さ
ま
の
取
り
組
み
に
感
謝
し

し
、
北
山
昇
一
Ｔ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
㈱

販
売
推
進
一
部
部
長
が
省
エ

ネ
住
宅
ポ
イ
ン
ト
、
荒
木
信

義
ダ
イ
キ
ン
Ｈ
Ｖ
Ａ
Ｃ
ソ
リ

て
お
り
、
今
後
も
大
い
に
期

待
し
て
い
る
。
皆
さ
ま
の
取

り
組
み
は
世
界
的
に
も
大
き

ュ
ー
シ
ョ
ン
東
京
㈱
統
括
部

長
が
空
調
の
省
エ
ネ
施
策
、

一
般
社
団
法
人
ベ
タ
ー
ラ
イ

フ
リ
フ
ォ
ー
ム
協
会
事
務
局

の
鈴
木
竜
一
氏
が
住
宅
リ
フ

ォ
ー
ム
事
業
者
団
体
登
録
制

度
に
つ
い
て
説
明
し
た
。

総
会
は
委
任
状
を
含
め
百

五
十
三
名
が
出
席
、
加
藤
木

文
康
理
事
（
野
村
機
器
㈱
）

の
司
会
で
進
め
ら
れ
た
。
冒

頭
、
橋
本
理
事
長
が
あ
い
さ

つ
に
立
ち
「
組
合
最
大
の
事

業
と
し
て
『
守
ろ
う
地
球
！

創
造
し
よ
う

豊
か
な
暮
ら

し
と
住
環
境
』
を
テ
ー
マ
に

管
工
機
材
・
設
備
総
合
展
を

開
催
す
る
が
、
お
か
げ
さ
ま

で
満
小
間
の
百
五
十
四
社
・

三
百
十
一
小
間
の
出
展
を
得

た
。
皆
さ
ま
と
全
力
で
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
。
ま
た
東

京
都
水
道
局
、
東
京
都
管
工

事
工
業
協
同
組
合
、
三
多
摩

管
工
事
協
同
組
合
と
締
結
し

た
災
害
協
定
に
つ
い
て
具
体

的
活
動
訓
練
な
ど
を
通
じ
て

実
効
性
を
高
め
て
い
く
」
と

述
べ
、
一
層
の
協
力
を
呼
び

か
け
た
。

議
事
で
は
議
長
に
小
島
健

氏
（
㈱
慶
旺
）
を
選
出
し
、

な
役
割
を
果
た
す
も
の
と
な

る
は
ず
だ
」
と
激
励
し
、
一

層
の
協
力
を
要
請
し
た
。

こ
の
あ
と
小
川
洋
キ
リ
ン

㈱
副
社
長
、
嶋
田
行
輝
損
保

ジ
ャ
パ
ン
日
本
興
亜
ホ
ー
ル

デ
ィ
ン
グ
ス
㈱
Ｃ
Ｓ
Ｒ
部

長
、
竹
野
実
富
士
通
㈱
環
境

本
部
長
、
佐
竹
葉
子
Ｌ
Ｉ
Ｘ

Ｉ
Ｌ
広
報
部
長
、
斉
藤
和
也

ア
ジ
ア
航
測
㈱
事
業
推
進
本

部
副
本
部
長
ら
が
新
た
な
約

束
や
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
状
況

に
つ
い
て
報
告
。
Ｌ
Ｉ
Ｘ
Ｉ

新
年
度
事
業
計
画
・
収
支
予

算
な
ど
七
議
案
を
原
案
ど
お

り
承
認
。
新
年
度
は
①
第
四

十
七
回
管
工
機
材
・
設
備
総

合
展
の
開
催
②
業
界
標
準
化

へ
の
取
り
組
み
③
社
員
研
修

会
の
継
続
④
青
年
部
活
動
の

支
援
⑤
工
・
販
と
製
・
販
の

連
携
⑥
官
公
庁
・
中
小
企
業

団
体
と
の
連
携
強
化
⑦
業
界

関
連
団
体
と
の
連
携
⑧
組
合

員
・
賛
助
会
員
の
増
強

な
ど
に
積
極
的
に
取
り
組
ん

で
い
く
。

総
会
終
了
後
、
大
西
知
彦

㈱
商
工
中
金
経
済
研
究
所
常

務
執
行
役
員
が
「
日
本
経
済

と
建
設
業
界
の
展
望
」
に
つ

い
て
講
演
し
た
。

懇
親
会
に
は
来
賓
を
交
え

三
百
六
名
が
出
席
。
渡
邊
辰

志
理
事
（
㈲
辰
美
商
会
）
の

司
会
で
進
め
ら
れ
、
春
の
叙

勲
で
旭
日
双
光
章
の
栄
誉
に

輝
い
た
小
泉
久
則
相
談
役

（
コ
ー
ザ
イ
㈱
）
を
称
え
、

花
束
を
贈
呈
し
た
あ
と
小
泉

相
談
役
の
発
声
で
一
斉
に
乾

杯
し
た
。
歓
談
後
、
向
山
英

雄
副
理
事
長
（
サ
ン
コ
ー
機

材
㈱
）
の
中
締
め
で
盛
況
の

う
ち
に
散
会
し
た
。

Ｌ
は
国
内
事
業
所
の
Ｃ
Ｏ
２

排
出
量
を
一
九
九
〇
年
度
比

で
二
〇
二
〇
年
度
に
六
〇
％

削
減
す
る
と
の
目
標
を
掲

げ
、
高
効
率
エ
ネ
ル
ギ
ー
設

備
の
導
入
や
生
産
性
の
向
上

な
ど
で
二
〇
一
三
年
度
目
標

の
四
九
％
減
を
達
成
し
て
い

る
。
ま
た
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム

に
お
け
る
廃
材
の
適
正
処
理

・
再
資
源
化
や
国
内
外
の
子

供
た
ち
の
「
水
か
ら
学
ぶ
活

動
」
を
積
極
的
に
推
進
し
て

い
る
。
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������������橋本理事長

明治記念館で開催

東
京
管
工
機
材
商
業
協
同
組
合
（
橋
本
政
昭
理
事
長
）
は
五
月
十
九
日
、
東
京
・
港
区
の
明
治
記
念
館
で
第
六

十
八
回
通
常
総
会
を
開
き
、
平
成
二
十
七
年
度
事
業
計
画
な
ど
を
満
場
一
致
で
決
定
し
た
。
業
界
の
さ
ら
な
る
地

位
向
上
を
図
る
た
め
、
新
た
に
「
管
工
機
材
の
将
来
を
考
え
る
研
究
会
」
を
設
置
す
る
と
と
も
に
、
組
合
最
大
の

事
業
と
し
て
七
月
に
開
催
す
る
第
四
十
七
回
管
工
機
材
・
設
備
総
合
展
の
成
功
へ
全
力
で
取
り
組
む
決
意
を
打
ち

固
め
た
。
災
害
対
応
に
も
万
全
を
期
し
、
関
連
団
体
と
の
一
層
の
連
携
強
化
に
努
め
て
い
く
。
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